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人 物 へ の 共 感 を 通 し て 社 会 認 識 を 形 成 す る 社 会 科 授 業 の 構 想
Creating Lesson Plans of Social Studies for Forming Social Cognition





























































































































































































































擺節 職聯四謎瞭そ の 他 計
「共 感」の方 法
と 「分 析」 の
方 法が 結 びつ
い た事例


























































































































































































r’一 一 ［第1翊 男辺切自然と開石 一 一 ¬rl一 一
① 砌歙成 蜂 件
<3靭11 溺 はどこにあるのだろう圦 〉
<s 辺頡 願 どのよう端 艇の所だろうか｡〉
･賑 跏 覇 膿脯 滴 しい自麟 飮 っ叭
皿 はど以 哺 だ た劬1 〉
･l繃 まで不 帥 地であった野辺山高瞋は,Ｉ
毳 鮫窗 囃 の打開と戦 賭 の収容という













[第2嵋 脂罔 鷂努カ ー － － ¬'I[ 第3眤 昨繝配野殼鸚 一 一
１ １
< 冐 膠 揉 の栽培を始めたとき， 農家の人 だ
ちはどんなことを思っただろうO 〉
・これで農歙F 生活していくめどが立 つたか
らあと 叫 圦 を多くして; 今 の生 活から ぬ
け出した叺
･野菜づくりl垢 まったばかりだから， こ れ
から頑 謾ってい力略け挧 拡 らな叺












< これ節 匝 顯 です叭 〉
･集出所i とそのl軸こある予冷庫瓦
＜この鼈 妓 つくるのに２億5 千万円
もの費用がかかったことを匈ﾉ る｡〉






















施勁 枷 揃 にっくられるようになっ
たのはな価 も









< 国出966 峭 こ野 饂 金 郎枝 定 法と
いう法律をつくりました， どんな法
律でしょうO 〉
･ 国は野似 安 な 給を図 る必 要から
昭佃1 烱 こ「頸 肚 湟出荷安 定法」
碎 定 し尨
啗 菜･ キャベツ・レタスの指定 産地
に指定された喫 缸陌 は， 農業 の近
閃 匕 刈 謝 吻 ための数々 の事業
力佻 施され鷂
二社 侫 職 阡 位喝 挧 均知C) ＝
喫 汕 は部 局 菜翊 諚 産地 に拑定
されたので, 農業近代化のため の数 々
の團 卵 勦 使 施され 高 原野菜 の大
Ｉ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ． ＿
- 一 一 一 一
一 一 一 一 一 一 一 一 一
































































厂 －［第4眤 社訟凌化と野似辟 一 一1














く1 駄 日本のcn 豹 まどのように変ｂつ
ただろう叭 〉
＜工黥 ）碯l こよって; 産業や国 民の
生 活は どのよう に変 わっただろ う
叭 〉
･洶 妲 巓 晦 こともな い産業 構造が
齠 とし､ 鄒 勵 旆 猫 され都 市近 郊
の農黝 喩 退していっ瓦
･議 鰯 成駒 こよって 風民銛 が変












































< 耶 胎 に刃 飢丿 圦 たちは どんな ことを
考えただろう衂 〉





に泰培できる作物6 あるのだか ら， そうい
うf鴇 を滋培して農3鴕 生活していきた いO
･ やめたい力档 こ行くところもない から， と
にか くここ榻 鉐 して農業をやってい くし
かな叺
鴎 勝7)行為･ 行為耀 屎
< 現舷 苟辺山はどうなっているだろう圦 〉
･現舷 郭 詼丿騨 は 躍 野菜の一大産地
となり，人々のくらしも勤 にヽなっ圦
７一 分析A －“－一 一一一一一
卯 髓( 降 吭)
野辺1 μ)人たちが白菜やキャベツ， レタ スと
いっ娟 謬 除) 稍 を始めたのはな価 も
⑤厰
< 灣 諂こついて予想してみよう｡ 〉
･野辺 』 1擾 でも冷涼な気候であり， 穀物の
耨 韶 で きな隧 そこで, 野辺山 で農業 を
やっていくには夏 の間に栽培で きる作物を
匐 計 るしかなかったのではない力も




＜高 弼 菜は卵 ）f愉 と比⌒ぐてもうか るのだ
ろう劔 ＞
･ 野辺 嶋 原 の夏 の気靤 亠 自 菜･ キ十勺･
レタスなどの狄原 藻 孀 油 こ適してお り，
































< 郢z 仙 では気 飼こあった削 耻 して， 高原
野御 ）栽培を始め劼1, 生産量 はどのよ う
に変化してきたのだろう衂 〉
･ 呼m5 年力ヽ ら54 稍 こ力Mﾅ て出端 助 吠 幅 に
f椏 ているo
圜 いB ）
取 甌 仰 調聊)断朦を伸ばすことが
で飲 の助 甘ごろう圦
< 】司翻こついで 予想してみよう, 〉
･ 階 石によって辯を増やしていったので| 懦
い叺
･ 新しい圏 鮫 入れ石 開 屁 進め たり，生
産畦を高めたのではないか，




く菎 叙 〕人たちがどのような工夫 や努 力を し
た劬 絛 かめてみよう。〉
･叛 抬 でl廠 営縺 難 倨大 することによ っ
て; ４ 鄰a･ 出剋 旧 翫] させた。
･曝 覬 即) 拡大にとも尓 栽 械化 を進め，
頑 黼 こよる調 野靭 鳰 鵺 勵 絎 っ
ている。
･畜産と野菜栽培を 絹み合わせ ることによ
って, 地力の衰え や連作障害を 防いでい
る，
･壽 訪 訟 攻 善と省力炮 こよって， 野菜 の
墻 勍 何 能となっ瓦
･品腫を組み合わせて栽培する ことによ って
収籘顋皖 化を図っている。
･遺線 冏 随 こより，トラック輪 送が 行わ
れるようになったので集出荷所を建 設し，
予冷をしてから輦 蟀 で葷| を輸 送してい
る，
< 郢 狙 函 嶇 両 脚) 産 地とな ること
力句 きたのはなぜだろ うか。 まとめ
てみよう｡ 〉
野辺 山 は夏 で も冷 涼 な 気 候 な
ので ，平 地 で は 秋 か ら 冬 に か け
て栽 培 さ れ る高 原 野菜 を ， 夏 に
栽 培 す る こと が で き た。 ま た ，
戦 後 ， 日本 の工 業 が急 速 に 発 展
し た こ と か ら， 都 市 に 人 口 が 瞿
中 し て 都市 近 郊 の 農業 が 衰 退 し，
国 民 の生 活 も変 化 し て 野 菜 に 刔
す る 需 要が 高 ま っ た。 そ の た め
に 国 が 法 律を 制 定 して 野 菜 の 産
地 を つ くろ うと し た。 そ し て 野
辺 山 の人 た ち は,･ 国 の 補 助 の も
と に 農業 の近 代 化 の た め の 努 力
を 続 け， 交 通 も発達 し て き た の
で ， 野菜 の産 地 と な る こ と が で
きた。
( 説 明的 知 議)
１＿ ． － ＿ ＿ ＿ ＿ ． ＿
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野辺如瓏 家は経坿 顧の階札 経営の近
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